
　三津屋にある静かな住宅街。玄関に
お邪魔すると、1階の居間から子ども達
がにぎやかに走り回る足音や、たくさん
の笑い声が響く。その奥から、がっちり
した体格にちょっと強面!?の人物が現
れた。梅原啓次さん、61歳。

　梅原さんが里親として初めて子ども
を迎え入れたのは今から15年前のこ
と。その2年前にも打診はあったが、当
時まだ幼かった梅原さんの長女が戸惑
いをみせたことから断念。そして2年後
に再度家族で話し合ってみると、小学6
年生になった長女から「私も協力する
わ!」と頼もしい一言。そこから梅原家の
里親としての暮らしがスタートした。
　「私一人が『じゃあ始めよう』と言って
出来るものではないんです。里親として一
番大事なのは、温かい家庭環境でゆっく
りと子ども達の心を育てることなんです」

　一口に里親といっても、その種類はさ
まざま。親の病気や離婚により養育でき
なくなった子を一定期間預かる養育里

やっと出会えた

よどじん

親や、養子縁組を前提とした養子里親、
また虐待経験など心理的ケアが必要な
専門里親など。
　梅原さんは養育里親の経験後、9年前
から専門里親として活動している。一番
身近で安心する存在であるはずの親か
らの暴力、育児放棄。誰のことも信用で
きなくなり、閉ざされる子ども達の心。そ
のような境遇を経験し梅原さんの下を
訪れた子ども達は、万引き、飲酒、喫煙な
ど、次々に様々な問題を引き起こす。

　深い苦難の中で育ってきた子どもほ
ど、自分のことをどこまで受け入れてくれ
るのか、この人はどこまで信頼していいの
か、と大人の反応を試すような行動を頻
繁にとるという。しかし梅原さんは、その
行為に対して怒鳴りつけることは絶対に
しない。何度も何度も怒鳴られて、叩かれ
て生きてきた子ども達は、そうすることで
「やっぱりか」と深く心を閉ざしてしまう。
　「大切なのは『心を受け入れる』という
ことなんです。何故してしまったのか、何
故することになってしまったのか、子ど
もの声を聞き、心にそっと寄り添い、そ
の後ろに隠れている背景にしっかりと
目を向けてあげるんです」

　今でも忘れられない一言がある。家庭
で凄まじい虐待を受け「大人はみんな敵
や!」と暴れまわり、手がつけられなかった
女の子がいた。しかし、ゆっくりと時間を
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▲里親サロンを開催し、不安や悩み喜びを共有している

「大阪市里親会」
会長 梅原啓次さん
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大阪市には、何らかの事情で親と離れて
暮らさなければならない子ども達が約1,300人いる。
淀川区にある自宅で、里親としてこれまでに
30人以上の子どもを守り育て、
現在大阪市里親会の会長を務める人物がいる。
今月のよどじんは、
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